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３
月
３
日
は
、
ひ
な
祭
り
で
す
。
女
の

子
の
成
長
を
祝
っ
て
行
わ
れ
る
こ
の
行
事

に
ち
な
ん
で
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

で
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
の
雛
、
木
目
込

み
雛
な
ど
た
く
さ
ん
の
雛
人
形
を
展
示
し

ま
す
。

　

ひ
な
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
い
絵
や
軸
な
ど

も
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
期
間　

２
月
15
日（
日
）～
３
月
29
日（
日
）

■
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
新
展
示
室

★「
ひ
な
展
」の
ご
案
内

★「
円
空
仏
め
ぐ
り
」の
ご
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
揖
斐

川
町
の
歴
史
や
民
俗
に
関
わ
る
以
下
の
書

籍
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

・
揖
斐
川
町
史
追
録
編�

１
、５
０
０
円

・
揖
斐
川
町
の
文
化
財�

１
、５
０
０
円

・
揖
斐
川
町
の
生
活
用
具�

１
、０
０
０
円

・
い
び
川
の
む
か
し
話�

５
０
０
円

★
歴
史
民
俗
関
係
書
籍
頒
布
の

　

ご
案
内

★
「
川
上
ほ
う
ろ
踊
り
」が
岐
阜
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

【
お
求
め
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

℡
２
２

－

５
３
７
３

　

独
特
の
風
合
い
で
人
気
の
高
い
、
円
空

上
人
が
遺
し
た
仏
像
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
～
午
後
５
時

※�

午
後
12
時
20
分
ま
で
に
揖
斐
川
歴
史
民

俗
資
料
館
駐
車
場
に
集
合
し
出
発
し
ま

す
。

■
見
学
場
所　

関
市
円
空
館
→
関
市
洞
戸

　
　
　
　
　
　

円
空
記
念
館

■
定
員　

先
着
20
名

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　

２
月
18
日（
水
）ま
で
に
左
記
の
い
ず
れ

か
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
文
化
課

　
　

℡
２
２

－
２
１
１
１

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

℡
２
２

－

５
３
７
３

　

坂
内
川
上
地
区
に
伝
わ
る
「
川
上
ほ
う

ろ
踊
り
」
が
、
12
月
24
日
、
岐
阜
県
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
ほ
う
ろ
踊
り
は
、
川
上
八
幡
神
社
の

祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
太
鼓
踊
り
で
す
。
青

竹
に
た
く
さ
ん
の
綿
を
つ
け
た「
ほ
う
ろ
」

を
背
負
っ
て
踊
る
こ
の
踊
り
は
、
室
町
時

代
後
期
か
ら
近
世
初
頭
の
形
式
を
伝
承
し

て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
民
俗
学
的
・

文
化
的
価
値
が
き
わ
め
て
高
い
と
評
価
さ

れ
、
今
回
の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か

ら
も
歴
史

と
文
化
を

伝
え
る
踊

り
を
末
永

く
継
承
し

て
い
た
だ

け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《�

家
庭
教
育
学
級
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」

ク
ッ
キ
ー
＆
チ
ョ
コ
作
り
》

　

◆
日
時　

2
月
14
日（
土
）�9
時
30
分
～

　

◆
場
所　

北
方
公
民
館

☆

永
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級
「
木
の
実
で
ア
ー
ト
」》

　

◆
日
時　

2
月
1
日（
日
）�9
時
～
11
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

　

◆
講
師　

高
橋
洋
一
郎
さ
ん
、

　
　
　
　
　

竹
中
博
臣
さ
ん

《
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
》

　

◆
日
時　

2
月
8
日（
日
）

8
時
30
分
～
12
時

　

◆
場
所　

養
基
小
体
育
館

《
青
少
年
育
成
報
告
会
・
運
営
委
員
会
》

　

◆
日
時　

2
月
22
日（
日
）�19
時
～
21
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

☆
谷
汲
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

＆�ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
》

　

◆
日
時　

2
月
13
日（
金
）

19
時
30
分
～
21
時
30
分

　

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

◆
持
ち
物　

上
靴
持
参

《
竹
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
》

　

◆
日
時　

2
月
15
日（
日
）

9
時
30
分
～
11
時

　

◆
場
所　

谷
汲
文
化
会
館　

中
会
議
室
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◆
持
ち
物　

軍
手
（
必
ず
持
参
）

　
　
　
　
　
　

�

金
づ
ち
・
た
け
用
ノ
コ
ギ

リ
・
ヤ
ス
リ
・
マ
イ
ナ
ス

ド
ラ
イ
バ
ー

●トールペイント作品展
　　展 示 者 ： トールペイント
　　展示期間 ： ２月４日（水）～２月１７日（火）

●「写団　美織」写真展
　　展 示 者 ： 写団　美織
　　展示期間 ： ２月１９日（木）～３月３日（火）

中央公民館プチギャラリー

　

12
月
14
日（
日
）に
揖
斐
川
健
康
広
場
ア

リ
ー
ナ
で
平
成
26
年
度
揖
斐
川
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
各
地
区
公
民
館
か
ら
16
チ
ー

ム
約
１
０
０
名
の
方
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

激
励
会

揖
斐
川
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

大
会
結
果

　

各
種
大
会
に
出
場
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の

激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
の
は
次
の
み
な
さ

ん
で
す
。

【
第
8
回
西
日
本
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

　

池
田
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
団

　
　

谷
汲
小
6
年�

河か
わ
い合　

涼り
ょ
う

太た

さ
ん

　
　

小
島
小
6
年�

國く
に

枝え
だ　

星し
ょ
う

汰た

さ
ん

【
優　

勝
】

　

南
方
（
大
和
地
区
）

【
準
優
勝
】

　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｂ（
谷
汲
地
区
）

【
第
３
位
】

　

伊
尾
野
（
大
和
地
区
）

【
第
32
回
東
海
小
学
生
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

　

池
田
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
団

　
　

揖
斐
小
5
年�

横よ
こ

幕ま
く

あ
す
み
さ
ん

【
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　

第
28
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

　
　

北
和
中
3
年�

高た
か

橋は
し　

功こ
う

也や

さ
ん

【
第
93
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
】

　

米
子
北
高
校
3
年

�

君き
み

垣が
き　

隆た
か

義よ
し

さ
ん

※�

君
垣
さ
ん
は
遠
方
に
下
宿
中
の
た
め
激
励

会
を
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。
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平成２6年度　あったかい言葉優秀作品を紹介します！
揖斐川町青少年育成町民会議主催で、家族の一行詩を募集しました。合計 2,789 作品の応募があり、その
中で１００作品を選出しました。今月号は先月号に続き、残りの５０作品を紹介します。 （敬称略・学年順）
揖斐川中学校　２年	 野原　万由子	 「おはよう」
　学校へ行くとき、ラジオ体操のとき、地域の人は笑顔で「おはよう」と言ってくれる。私も笑顔で、「おはようございます」と返す。あいさつは、人
と人がつながるすてきな言葉だな。
揖斐川中学校　２年	 山川　翔大	 「おかえりなさい」
　学校から帰って来たときに、家に誰も居ないと聞けない言葉です。「おかえりなさい」と言われただけで笑顔になれるし、安心するし、帰って来た
喜びを感じます。
揖斐川中学校　３年 岡部　洋平 「おはよう」
　学校への登校中に、ほぼ毎日会う地域のおじいさんがいる。最初は軽いえしゃくだったけど、挨拶をしつづけると、笑顔で「おはよう」と言ってく
ださるようになった。その日は雨の日で、あまり気分はよくなかった。だけど挨拶一つで笑顔になれた。
揖斐川中学校　３年 野原　百合子 「やっぱりおいしい」「ありがとうね」
　「お母さんの卵焼きが食べたい。」ふとこういうと、お母さんはいつもより嬉しそうに台所に立つ。見慣れた黄色の卵焼きをほおばり、「やっぱりお
いしい。」とつぶやくと、笑みを浮かべたお母さんが言った。「ありがとうね。」
北和中学校　１年  「仲直り」
　仲の良い友達とケンカしたとき、初めは「私は悪くない！」と意地を張っていました。でも、友達が、「さっきはごめんね。」とやさしく謝ってくれて、
私も素直に謝ることができました。このとき私は、「友達っていいな。」と思いました。
北和中学校　２年 窪田　奈海
　英語のスピコンのオーディションの原稿のアドバイスを姉にしてもらいました。消し跡とかいっぱいあって、「私のために考えてくれた。」と思いました。
また緊張してあがっている私に、「がんばれ。」と言ってくれました。短い言葉だけど、ちゃんと心に響いて頑張れたよ。
北和中学校　２年  「大丈夫、お前のせいじゃない。」
　野球の試合の最終回の裏、１点差で勝っているときにミスをして点が入ってしまった。チームは負けてしまい、悔いが残っているときに先輩が、「お
前のせいじゃない。」と言ってくれた。
北和中学校　３年　　　　　　　　　　　
　久瀬中が閉校して北和中学校にかよっている私たち。家に帰ろうとしていたら、地域の方が「学校なれた？楽しい？」と私たちに聞いてくれました。
久瀬中がなくなっても、私たちの事を気にかけてくれていてうれしかったです。
谷汲中学校　２年 河合　竜之介
　部活の大会が終わって帰るとき、父が一言「がんばったな」。その言葉を聞いて、次もがんばろうという思いになった。
谷汲中学校　２年  「がんばって」
　下校中、地域のおばさんが、「おかえり。この前の試合どうだった。次もがんばって。」といってくれた。家族でもないのに気にかけてもらえてうれ
しかった。「がんばって」がすごくあったかくなった。
谷汲中学校　３年  「おはよう」
　毎朝学校に行くときにあいさつをしても返してくれなかったおばさんが、毎日あいさつし続けたら返してくださるようになって、とてもうれしかった。
坂内中学校　１年 重綱　悠平 「おいしい」
　家に帰ると、いつもおいしいご飯があります。疲れて何も言えないはずなのに、なぜだかいつも言うんだ。とびっきりの笑顔で、「おいしい」と。
坂内中学校　１年　
　ぼくが学校から帰る途中、地域の人が「おかえり」と声をかけてくれる。
揖斐特別支援学校中学部　２年　　宇野　翔哉　　「ただいま」
　遠くに住んでいるお姉ちゃんが帰ってくると、僕のいる所へきて、「ただいま。」と言ってくれます。僕はとってもうれしいです。ニコニコ顔になります。
でも「いってきます。」と帰る時は悲しくて涙がでます。お姉ちゃんの「ただいま」の声が聞きたいです。
西濃学園中等部　２年  「ほしい？」　　　
　私が家にいるとき、お姉ちゃんが何かもらうと私に、「ほしい？」「いる？」と必ず聞いてくれるので、毎回うれしいと思います。
揖斐高等学校　１年  「ありがとう」
　いつもくたくたになって帰ってくるお母さん。私は今日だけお手伝いをしようと皿洗いをした。お母さんは一言「ありがとう。」と言ってくれた。たっ
た一言なのに私の心は温かくなって、またやろうという気持ちになった。
揖斐高等学校　１年 深見　侑加 「侑加ならできる、皆、侑加が一番って分かっとるで自分なりに頑張れ」
　中学校の部活動試合で全国大会につながる大きな大会で、もうすぐ出番になる時、母から「侑加ならできる、皆、侑加が一番って分かっとるで自
分なりに頑張ってこい。」と言われたとき、自然と力がぬけて心が落ち着いた事を今でも覚えています。
揖斐高等学校　１年 門脇　悠香 「無理すんなよ！」
　中学校の部活の時に、自分の種目でなかなか記録が伸びず悩んでいたら、先生が「お前なりに考えて頑張っとるのはすごく伝わってくる。後は細
かい所を直して実行していくだけ。無理すんなよ。」と、私の努力を認めて、「頑張れ」ではなく、「無理すんなよ。」という重荷にならない言葉をかけ
てくれたおかげで記録が伸び、県大会に進むことができました。本当にありがとうございました。
揖斐高等学校　１年  「ありがとう」
　私は、お父さんに「今日はおそくなる」とメールをうったら、「がんばってこい」といわれて、とても勇気をもらいました。もっともっとがんばれると
思いました。そのあとは、お父さんが迎えにきてくれて、とてもうれしかったし、ありがとうという感謝がいっぱいです。
揖斐高等学校　１年 羽實　眞子 「私がいるからさ」
　高校生になり、多くの友達ができた。ある日、今までのもやもやが爆発して、仲の良い友達にＬＩＮ E でそれをぶつけてしまった時、「そんなにな
るまで私は気付かなかったんだ。ごめんね。」と言ったあと、「何でも相談してよ？私がいるからさ！」とはげましてくれた。ささいな言葉だけど、そ
の時の私に深くしみこんだ。
揖斐高等学校　２年 関谷　玲那

部活の帰り道に雨が降ってきて、びちゃびちゃで寒そうに帰っていくと、玄関で母さんが「お風呂わいてるよ。」と迎えてくれました。
揖斐高等学校　２年 河村　梨菜 「ありがとう」
　「ありがとう」と言われると、何だかうれしくなるし、心が温かい気持ちになる。「ありがとう」この一言で心が明るくなる。
揖斐高等学校　２年  「おつかれさま」
　夏の公式戦。毎日がんばって練習してきた成果を出す時。一生懸命やり試合に勝った。応援に来てくれた子が「おつかれさま。」と一言僕に言い
に来てくれた。次もがんばろうと思った。
揖斐高等学校　２年  「大丈夫ですよ」
　バスに乗り遅れそうになったとき、走っていた私に気付いた運転手さんが待っていてくれて、「すみません。」と言いながら乗ると、笑顔で、「大丈
夫ですよ。」と言ってくださり、たった一言だったんですが、とても温かい優しさにふれたなと思いました。
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揖斐高等学校　２年  「いつでも、どんなことでも話きくから言ってね。」
　私が悩んでいる時、友達が「いつでも、どんなことでも話きくから言ってね。」と言われた時は、すごく気持ちが軽くなったし、とても嬉しかった。
揖斐高等学校　３年 大野　由唯菜 「いってらっしゃい」
　母は当たり前に言っていると思うけど、毎朝家を出るときの母からの「いってらっしゃい」が、私にとって一日頑張ろうと思えるパワーになっています。
揖斐高等学校　３年 西脇　　麗 「ありがとう」
　友達の相談にのってた時、帰り際、「相談にのってくれてありがとう。明日から頑張れそうやわ。」と言われて、こっちまでうれしかった。
揖斐高等学校　３年 中西　未侑 「うちが居るから。一人じゃないよ。」
　辛い事があった時に、友達がすぐに電話をしてくれて、「うちが居るから。一人じゃないよ。」と優しい言葉に安心して涙がでました。
揖斐高等学校　３年 武田　茄奈
　私の誕生日に毎年忘れずにメールをくれる祖母。いつもメールの中に、とてもうれしい言葉を入れて送ってくれます。今年の誕生日メールに、「い
つでも味方だからね。」と、元気付けてくれました。祖母の言葉に支えられています。いつもありがとう。
揖斐高等学校　３年 小林　由理
　考え事があるとお父さんは気づいて、「大丈夫か。」と声をかけてくれる。「大丈夫！」と言うと、その後私を笑わせてくれる。家族って温かい。
一般・保護者 高橋　晶子 「何か手伝う事ありませんか。」
　今年もたくさんの人でにぎわった冷麦の会。子供 2 人が「何か手伝う事はありませんか。」と言いに来てくれた。私は大変うれしく、その気持ちに
あまえていろいろと手伝ってくれてありがとう。あなたたちのおかげで、にぎわしい会になったよ。ありがとう。
一般・保護者  「いーねー、すごいやん！」
　最近けんかが多くなってきた子供達。毎日毎日、聞いているだけで疲れてしまいます。でも時々、弟がかいた絵が上手だったり、ブロックで何かつくり
あげた時など、「いーねー、すごいやん！」とほめてくれるお姉ちゃん。ほめ方が上手で、弟もうれしそうです。相手がうれしくなるポカポカ言葉っていいね。
一般・保護者  「お兄ちゃんパパ」
　我が家は仕事のため、お父さんが家にいないことが多いです。普段から父親不在な中で、「ぼくがお兄ちゃんパパになるよ。」と、長男が弟や妹の
世話をしてくれて、とてもたのもしいです。ありがとう。
一般・保護者
　子どもの遠足の行事の時、早起きして可愛い弁当を作った日のことです。夕方家に帰ってきて、私あてに手紙を書いてくれていました。「お母さん、
お仕事をしているのに、おいしい弁当を作ってくれて、ありがとう。おいしかったよ。」この言葉、嬉しかったです。
一般・保護者
　毎日家事と仕事で夜にはクタクタになってしまいます。そんな私を見て子供たちは「肩もみするよ。」と言っていっしょうけんめいマッサージをしてく
れます。その優しさがうれしくて、毎日がんばれます。
一般・保護者 森本　美里 「ぼくが連れていってあげる」
　空を飛んでいる飛行機を見て、子供達が乗りたいと言い出しました。「乗ってハワイに行きたいねー。」と話していたら、「ぼくが働くようになったら、
みんな連れていってあげる。」と言ってくれました。本当に連れていってくれるといいけどなあ。
一般・保護者  「お父さん。肩こっとらへん？」
　肩も腰もこっていない私には、ただくすぐったいだけ。「お母さんもやったげる。」　気持ち良さそうな妻にとって、子供らの小さな手は、魔法の手にちがいない。
一般・保護者 市田　セツ子
　昨夜一寸主人に文句を言ったら、今朝の彼の不満顔。” アァーユウウツ ”。孫娘が元気良く、「お早うございます。」とやって来て、私の顔を見て、「バ
ァバどうしたの？」と尋ねてくれたので、詳細に話し、「どちらが悪いと思う？」と尋ねたら、満面の笑みで「どちらも大好きだから、どちらも悪くないし、
これからも仲良くけんかしてね。」だとさ！
一般・保護者 弓削　秀文

交通事故で入院していたじいちゃんが、わが家に帰ってきた。何をするにも大変そう。お風呂に入れてあげたり、ごはんをはこんであげたり大忙し。
「ぼくがじいちゃんの手足になって助けるよ。」成長し、少したのもしくなったわが子に感動する毎日。
一般・保護者  「元気にしとるかね。」
　６年前に夫を亡くし、一人で暮らしている私に、近所の人たちがよく声をかけてくれます。「元気にしとるかね。」「ピーマンはある？」等々。　一人になり、
さびしいときもありますが、こんな言葉に救われています。
一般・保護者 内藤　由佳
　体調が悪く、学校を休んだ１年生の娘。私は仕事があり、半日だけ一人で留守番でした。私が仕事から帰ると、娘がお手紙をくれました。「ママ、
いつもいっしょにいてくれてありがとう」。とてもうれしかったです。
一般・保護者　
　私は今、揖斐に在住して６年目になります。当初は祖父、祖母、町などに慣れない私に祖母がいつも言ってくれた言葉があります。
　「家族なんだからあまえていいんだよ。」と言ってくれた言葉にいつも安心し、ほっとした気持ちになりました。
一般・保護者  「いってきまぁす。」
　夜、寝る前に言い合いになってけんかしても、次の日の朝、笑顔で、「いってきまぁす。」と学校や少年団へ向かう子供達。けんかしたことや、大変
な事を忘れさせてくれて元気になれます。
一般・保護者 大久保　仁美 「おいしいごはん　いつもありがとう。」
　いつもバタバタしている中で作っているごはんだけど、子どもたちは、「おかあさん、おいしいごはんをいつもありがとう。」と言ってくれます。おか
あさんの方こそ「ありがとう」と言いたいです。いつも心の中に花がひらいて、あたたかい気もちになります。
一般・保護者 宮内　真紀 「ありがとう」
　私には、子どもが４人います。３番目の年少の息子は、よく「ママすごーい。」と言ってくれます。上の２人は、高校生と中学生なので、「お母さんすごーい」
なんては言ってはくれませんが、「ありがとう」という言葉はよく言ってくれるなあと思いました。「ありがとう」って、なにげないけど、素敵な言葉ですね。
一般・保護者 藤井　双貴子 「僕のせいにしていいよ。」
　近所に住む祖母が我が家に来ては、家事をこなしてくれる。ある日、台所でお茶碗を割ってしまった祖母に、中１の息子が言った。「ばあちゃん、
僕のせいにしていいよ。」お母さんってそんなに怖い？でも、ばあちゃんをかばうその気持ちが、嬉しく思いました。
一般・保護者　
　思春期まっただ中の中 3 の息子ですが、私が疲れているのを感じると、「何か手伝ったろか？」「マッサージしたろか？おこづかいもらうけど・・・」
と優しい笑顔で気遣ってくれます。そのあったかい笑顔で母は毎日がんばれます。
一般・保護者	 	 「お母さん、疲れたやろ。」
　この夏休みに、仕事から帰宅した私に、息子は「風呂わかしたし。」、娘からは「お母さん、疲れたやろ。お昼の茶わん洗っといたから。」と聞いた
私は子供達に、「ありがとう。さあ、夕飯の支度するからね。」と、手作りハンバーグで、大きいのを子供達の皿に盛り付けました。
一般・保護者	 矢倉　弘子	 「がんばったね」
　学生以来の資格試験。思うようにできなくて、しょげていた私。迎えにきた娘が「がんばったね。」と、私に折り紙で作ったメダル。涙が出る程う
れしかった。私も娘に家族に、周りの人に、こんな言葉をかけていきたい。
一般・保護者	 ※※　※※	 「いつでも味方やよ」
　うまくいかない事に悩んでいた時、「お母さん、大丈夫？私がそばにおる。何かあったら言ってね。いつでも味方やよ。」と、娘が２人色紙でごちそ
うを作ってくれました。私の好きな物ばかりを用意してくれた２人の優しさがうれしかったです。

※氏名の紹介を希望されない方の氏名は掲載していません。
※タイトルの記載がない作品もあります。
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　いびがわマラソンを支えてもらえるのはボランティアそして、大応援団のみなさんです。当日、ボランティアとして、
また応援で参加した小中学生のみなさんから、ランナーへの手紙が届きました。一生懸命頑張るランナーの姿は、子
どもたちに何かを伝えたようです。届いた感想や絵は、ランナーのみなさんに伝えていきたいと思います。大会にご
協力いただいた皆さんありがとうございました。他にもホームページで紹介しておりますので、ご覧ください。

　今日は、みなさんおつかれ様です。この日のために練習を
してきてくださってありがとうございます。みなさん今日は、
ちゃんと体を休めてください。私は、一生けん命走っている、
みなさんの応えんができて、よかったです。今日は本当にあ
りがとうございました。� ♥揖斐小６年女子

　ぼくは、全国のみなさんが、わざわざ揖斐川町にきて走っ
てくれるなんて、うれしいです。なぜかというと、揖斐川町
のイベントもたくさんあるけど、だいたいは揖斐川町の住人
ぐらいしかこないけど、いびがわマラソンは全国からも、外
国からもきてもらえるからです。できれば来年もエントリー
してほしいです。� ♧北方小４年男子

　今日は、フルマラソンの人たちと、ハーフマラソンの人た
ちが走っているのを見て、ひっしで、走っているなぁと思い、
ぼくは、ランナーの人がひっしな走りにこたえて、一生けん
命応援しました。ランナーのみなさんをみて、もう一つだけ
思ったことがあります。それは、大きくなったら、フルマラ
ソンかハーフマラソンに出たいなぁーと思いました。
� ♧大和小４年男子

　ハイタッチの時、ひとり一人、全員にタッチすることはで
きなかったけど、ランナーのみなさんには、つたわったと思
います。私は、ランナーのみなさんは、つらくても、私たち
の前では、え顔を見せてくれて、うれしかったです。おつか
れさまでした。� ♥清水小４年女子

　今年もあいにくの雨でしたがみんながんばって走っていま
した。そんな雨でも走っているランナーのみなさんにおどろ
かされました！なにをおどろかされたかというとさいごまで
やりぬく心です。雨がふってもさいごまでやりぬく心がステ
キですね。来年は晴れるといいですね。� ♥小島小３年女子

　マラソンおつかれ様でした。ランナーのみなさん、すごく
頑張っていました。マラソンで学んだことがあります。それ
は集中することです。私は集中することで、今までより、良
い結果が出ると思いました。これから、私は、何事にも集中
していきたいです。雨の中、おつかれ様でした。
� ♥谷汲小５年女子

　ランナーのみなさん今日は、本当におつかれさまでした。
一生懸命走るランナーのみなさんに、マーチングバンドを聞
いてもらいたかったけれど雨で中止になってしまいました。
だけど、声やハイタッチで応えんができたのでよかったです。
ランナーさんから学んだことは、あきらめない心です。だから、
私も、ランナーさんのようにいろいろなことをあきらめない
ようにします。� ♥小島小６年女子

　ランナーのみなさんおつかれさまでした。私は、小学校の
みんなと紙を持って応援していて、苦しいのに最後まで走り
きる姿はすごくかっこよかったし、私も持久走大会で最後ま
でがんばろうと思いました。また来年も応援するので走る人
は、今年よりも良い記録を出せるようにがんばってください。
� ♥春日小６年女子

　ランナーのみなさんおつかれさまでした。ぼくもランナー
のみなさんを応えんしました。ぼくは、応えんしているとき、
ランナーがゴールをめざして走っているのを見て「ぼくもラ
ンナーのように真けんになれることを見つけたい」と思うこ
とができました。� ♧坂内小４年男子

揖斐小 4年女子 清水小 5年女子

北方小１年女子

小島小２年女子

大和小 3年女子

　おつかれさまです。雨の日なのに、
マラソンするなんてすごいと思いま
す。ランナーのみなさんが、えがお
で走っているので、わたしもえがお
になりました。本当におつかれさま
でした。� ♥揖斐小３年女子

ランナーのみ
なさんありがとう！

走る人に感動しました！
いびがわ応援団小学生の部
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　僕は、今回はじめてボランティアを経験しました。は
じめは「つかれる」とか「寒い」感情があったけど、
ランナーの方が必死に走っている姿や応援している人の
姿を見てしっかりとやろうと思いました。また、ゴール
の後にタオルをかける時に、疲れて足を引きずっている
方や、泣いている方「ありがとう」と言って下さるランナー
の方々を見て心を打たれました。そのときに、マラソン
は走っている人だけでのものではなく、ボランティアの
方応援している方々の心がつながってマラソンになるん
だと思いました。今回のボランティアを通して支え合い
の大切さを学びました。ランナーのみなさんおつかれさ
までした。� ♧揖斐川中２年男子

　マラソンお疲れさまでした。遠くから、揖斐川町に来
てくださった方々、ありがとうございました。私は、今
年給水のボランティアをしました。ボランティアをして
いる中で、ランナーの方々の走っている一生懸命な姿を
見てとても感動しました。何かに全力になることは、す
ばらしい事だと改めて知ることができたし、地元のイベ
ントに、より興味を持つことができました。これからも、
いびがわマラソンで、ボランティアや応援をしていきた
いと思います。� ♥北和中２年女子

　今回は自分たちの小中学生として最後の応援でした。ランナー
のみなさんががんばって走っている姿や笑顔で走る姿から力をも
らえたような気がしました。毎年のことではありますが、広い世
代、そして多くの地域から、とてもすばらしいものだと思います。
今回が最後ではなく、また来年からもいろんな形で関わることが
できたらいいなと思います。お疲れ様でした。�♥谷汲中３年女子

　ぼくは、給水所でボランティアをしていました。ランナーの方
は、雨がふっても走っていて、すごいと思いました。また、いろ
んなキャラになって走っている人がいて、おもしろかったです。
マラソンに挑戦したみなさんはすごいと思います。来年もボラン
ティアをします。がんばってください。そして、僕も走ってみた
いです。� ♧坂内中２年男子

谷汲小 1年女子 春日小４年女子

応援・ボランティアに参加してよかった！
いびがわ応援団中学生の部

　揖斐川町青少年育成町民会議 家庭部会では、「増やそう !! わが家の家族時間運動」を推進しています。
　家族みんなで「家族時間」を大切にし、家族の絆が深まるように、皆さんが過ごした素敵な「家族時間」
を町内の小中学校に募集し、たくさんの応募があり地域の皆さんにも紹介したいと思います。

題（やったこと） 今度家族でやってみたいこと

おじいちゃんとプール 家族で、海に行く
　２４日の水曜日に、おじい
ちゃんとプールに行きました。
　ひらおよぎで、２５ｍおよ
げるようにがんばりました。
そして、２８日の月曜日に朝の
プールでけんていをうけたら、
２５ｍ合格しました。おじい
ちゃんにかんしゃしたいです。

　海に行って、お魚を見
たり、テントにとまって家
族で楽しみたいから。
　あと、家族であそんで
思い出をつくりたいから、
みんなで海に行きたいで
す。

題（やったこと） 今度家族でやってみたいこと

ラジオ体操 遊園地
　いつもはおとうさんが
仕事で朝いないけど、みん
なで集まってラジオ体操が
できたのでうれしかったで
す。

　地域でラジオ体操する
する日はあまりないけど、
進んで参加できてよかっ
たです。

「わが家の家族時間」 の応募の一部を紹介します

増やそう !! わが家の家族時間　運動

春日小学校４年　新
にい

川
かわ

　碧
あお

羽
ば

さん清水小学校３年　若
わか

原
はら

　ひなのさん
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長
賞�

田た

口ぐ
ち　

志し

狼ろ
う

（
大
野
小
２
年
）

�

今い
ま

井い　

康こ
う

太た

（
大
野
中
３
年
）

　
　

教
育
委
員
会
長
賞�
北き

た

浦う
ら　

空そ
ら

虎と

（
養
基
小
１
年
）

�
内な

い

藤と
う　

里り

衣え

（
北　

小
６
年
）

　
　

中
日
新
聞
社
賞�

小お

川が
わ　

大だ
い

智ち

（
温
知
小
４
年
）

�

森も
り

本も
と

偉い

生ぶ

希き

（
北
和
中
２
年
）

　
　

岐
阜
新
聞
社
賞�

伊い

藤と
う　

幹か
ん

太た

（
谷
汲
小
３
年
）

�

杉す
ぎ

山や
ま　

凜り
ん

花か

（
大
野
中
１
年
）

郡
駅
伝
大
会
（
郡
体
育
協
会
主
催
）

　

第
57
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
（
揖
斐
郡
体
育
協
会
主
催
、
中

日
新
聞
社
後
援
）
が
12
月
７
日
、
揖
斐
川
町
庁
舎
前
を
出
発

し
て
、
揖
斐
川
、
池
田
の
両
町
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
郡
内
に

在
住
・
在
学
在
勤
の
中
学
生
44
チ
ー
ム
、
一
般
40
チ
ー
ム
の

84
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
５

区
間
の
12
・
７
キ
ロ
。
井
ノ
口
橋
、
粕
川
大
橋
、
大
津
谷
展

望
台
、
霞
間
ケ
渓
公
園
を
通
っ
て
池
田
町
総
合
体
育
館
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
男
子�

①
池
田
中
駅
伝
部
Ａ

�

②
揖
斐
川
中
学
校
Ａ���

�

③
北
和
中
学
校
Ａ

�

④
池
田
中
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

�

⑤
池
田
中
学
校
野
球
部
Ａ�

��

⑥
大
野
分
校
Ａ

　
中
学
生
女
子	

①
池
田
中
駅
伝
部
Ａ

�

②
岐
阜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
・
Ａ

�

③
池
田
中
陸
上
部
Ｂ

�

④
岐
阜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
・
Ｂ

�

⑤
揖
斐
川
中
学
校
Ａ　

�

⑥
揖
東
中
学
校
Ｃ

��

一
般
男
子��

①
池
田
高
校
野
球
部
Ｂ

�

②
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

�

③
池
田
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ�������������������������

		

一
般
女
子	

①
う
る
星
や
つ
ら
♡

�

②
池
田
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ａ

�

③
ａ
ｙ
ｕ　
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ

揖斐郡教育研修センターだより


